
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの貧困実態調査へ団体発足 6月 20日 4時 42分 

経済的に困窮する子どもの問題が深刻になるなか、ＮＰＯなどが子どもの貧困の実態を調査するための新たな

団体を立ち上げ、今後、対策や支援の在り方を国に提言することにしています。 

新たに発足した団体「子どもの貧困対策センター あすのば」は、ひとり親の家庭を支援しているＮＰＯや、経済

的に厳しい環境で育った大学生などが中心になって立ち上げました。 

１９日夜に東京・千代田区で記念の集会が開かれ、この中で、ひとり親の家庭で育った女子大学生が意見を述

べて、「経済的な理由で進学を断念する子どもも少なくありません。生まれた環境によって、子どもの将来が左

右されるべきではないと思います」と訴えました。 

厚生労働省によりますと、１７歳以下で貧困の状態にあるとされる子どもの割合は、平成２４年には推計で１６．

３％と６人に１人に上り、大きな社会問題になっています。 

こうした事態を受けて、おととし、子どもの貧困対策を自治体などに義務づける法律が成立しましたが、「子ども

の貧困対策センター あすのば」は、「対策はまだ十分とは言えない」として、今後、子どもの生活実態の調査な

どを行って貧困の実態を明らかにしたうえで、対策や支援の在り方を提言したいとしています。 

センターの代表、小河光治さんは「自分たちの問題として社会全体で考えてもらえるよう活動していきたい」と話

しています。 

 



 

 


